
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

方言資料として見た長崎通事の語学書 : 魏龍山「訳
詞長短話」及び岡島冠山の諸著作など

大橋, 百合子
九州大学大学院（博士課程）

https://doi.org/10.15017/12002

出版情報：語文研究. 59, pp.15-27, 1985-06-03. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



方
言
資
料
と
し
て
見
た
長
崎
通
事

の
語
学
書

ー

魏
龍
山

「訳
詞
長
短
話
」
及
び
岡
島
冠
山
の
諸
著
作
な
ど
ー大

橋

百

合

子

中
央
語

の
文
献
資
料

の
豊
富

さ
に
対

し

て
、
地
方
語

の
文
献

は
圧
倒
的

に
少

な

い
。

そ
れ

で
も
、
近
世
以
降

に

つ
い
て
は
、
各
地

の
方

言
を
観
察

・
記
録
し

た
文
献
が
漸
次
増
加
し
、
仙
台

・
庄
内

・
尾
張

・
福
岡

・
長
崎
等

い
く

つ
か
の

地
方

で
、
そ
れ
ら

の
文
献
を
利
用
し
た
方
言
史
研
究

に
道
を
開

い
て
い
る
。

し

か
し
な
が
ら
、
中
央

語
史

に
匹
敵
す
る
よ
う
な
、
通
時
的

に
或

る
程
度
連
続
し

た
方

言
史

の
構
築

を
目
指

そ
う
と
す
る
と
、
可
能
性

の
あ

る
の
は
か
な
り
限
ら

れ
た
地
方

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ

の

一
つ
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
、
万
葉

集

の
東
歌

・
防
人
歌
以
来
、
東

国
抄
物
等

を
有
す
る
東

国
方

言

で
あ
る

(
こ
の

場
合
、
そ

の
間

の
資
料
が
途
切
れ

て
い
る
こ
と
、
「
東
国
」
の
範
囲
が
あ
ま
り

に

も
広

い
こ
と
な
ど
問
題

で
あ

る
燵
)
。
そ
し

て
今

一
つ
、
金
田

一
春
彦

氏

の

「戦

国
時
代

に
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
の
宣
教
師
が
来

て
残

し
て
行

っ
た
文
献
が
あ

り
、
有

望

で
あ
る
」
と
さ
れ
る
九
州
方
言
を
挙
げ

る
こ
と
が

で
き
よ
う

(
こ
こ
で
は

}

応

、
琉
球

方
言
は
別
途

に
考
え

て
お
く
〉
。

最
近
、
地
方

語
文
献

に
よ
る
方
言
史

の
可
能
性
を
積
極
的

に
探

ろ
う
と
す

る

気
運
が
見
え

る
。
「
方
言
史

の
研
究
法

は
、
原
則
と
し

て
、
特
定
地
方

の
各
年
代

の
文
献

に
よ

っ
て
そ
の
地
方

に
お
け

る
言
語

の
変

遷
を
あ
と
づ

け
る
し

(加
藤

正
信
氏
)

こ
と

で
あ
る
と
し

て
も
、
実
際
問
題
と
し
て
、
文
献

の
殆
ど
存
し
な

い
地
方

も
少

な
く
な

い
。

そ
の
上
、
質
的

に
も
、
近
世
中
期

以
前

に
ま
で
湖

る

資
料

が
余

り
見
出

せ
な

い
こ
と
は
、
文
献

に
よ
る
方
言
史

を
考

え
る
場

合

の

ネ

ッ
ク
と
な

っ
て
い
る
。

日
本

語
諸
方
言

の
言
語
的
特
徴

は
、
概

ね
中
世
期
以

降

の
分
派

で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ

て
お

り
、

そ
の
程
度

の
古
さ
し
か
な

い
の
で
あ

れ
ば
、
少
な
く
と
も
音
韻
史
や
文
法
史

の
資
料
と
し

て
は
、
さ

ほ
ど

の
期
待

は

で
き
な

い
か
も
知
れ
な

い
の
で
あ
る
。
ま
た
語
彙

に

つ
い
て
も
、
場
合

に
よ

っ

て
は
、
現
在
方
言
と

の
違

い
を
ど

の
程
度
指
摘

で
き
る
か
疑

問

の
生

ず
る
と

こ

ろ

で
も
あ
る
。
こ
れ
を
、
「
逆

に
言
え
ば
、
現
在
方
言

の
僅
語
の
分
布

が
、
そ
の

地

方

で
、
そ
れ
ほ
ど
近

い
時

代

に
は
な
い
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
そ
れ
で
、

そ
の
地
域
語

の
歴
史
を
考

え
る
立
場

か
ら
は
意
味

の
あ

る
こ

と

で
あ
ろ
う
」
(迫
野
度
徳
鴎
)
と
見
る
こ
と
も

で
き

る
わ
け
だ
が
、
い
ず
れ

に

し

て
も
、
方
言
史

(日
地
域
語
史
)
を
考
え

る
場
合
、
言
語
地
理
学
や
比
較
方

言
学
等

の
方
法
を
駆
使
し
た
、
現
在
方
言
か
ら

の
推
定

に
依
る
部
分

の
大
き

い

こ
と

は
、
中
央
語
史

の
比

で
な

い
は
ず

で
あ
る
。
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叙

k

の
通
り
、
文
献

に
よ
る
方
言
史
構
築

に
は
種

々
の
困
難
が
伴
う
が
、
そ

れ

で
も
や
は
り
、
絶
対

年
代

の
推
定
を
可
能

に
す
る
資
料
を
得
る

こ
と
が

で
き

た
場
合

、
そ

の
価
値
は
大
き

い
。
特

に
、
史
的
記
述

の
可
能
性

の
存
す
る
地

方

で
あ
れ
ば
、
新
た
な
資
料

の
発
見
は

い

っ
そ
う
重
要

で
あ
る
。
方
法
上

の
模
索

と
共

に
、
零
細
な
も

の
で
も
、
可
能
な
限
り
資
料

の
収
拾

に
努
め
る
必
要
が
あ

る

の
で
あ
る
。二

 

と
こ
ろ

で
、
九
州
方
言
が
比
較
的
資
料

に
恵
ま
れ

て
い
る

こ
と

に

つ
い
て
は

先

に
触
れ
た
が
、

ひ
と
く
ち

に
九
州
方
言

の
文
献
と
言

っ
て
も
、
国
内

文
献

.

海
外
文
献

と
も

に
、
実

質
的

に
は
肥
筑
方
言

の
資
料

が
大
部
分
を
占
め
る
。

そ

の
上
、
例
え
ば

「
男
色
爵

書
羽
織

」
(元
禄
十
七
年

・
……
刊
)
巻
三

に
見
え
る
九

州
筑
前
者

や
、
式
亭

・.。馬

「
認
浮
世
風
呂
」
前
編

(文
化
五
年

・
㈱
脱
稿
)
の
西

国
者

の
こ
と
ば
、

さ
ら

に
は

「験
軌
井
中

水
」

(文
化

五
年

・
㎜
刊
)
の
薩
摩

語

に
し
て
も
、
実
態

は
肥
筑
地
方

の
言

葉

の
よ
う
で
あ
る
し
、

西
国
九
州

語
の
代

表
と

し
て
、
漠
然

と
肥
筑
方

.ロ
を
写
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
他

に
も
少

な

く
な

い
。

肥
筑
地
方

の
中
、
と

り
わ
け
長
崎

に

つ
い
て
は
、
鎖
国
時
代

の
唯

一
の
異
国

文
化
と

の
窓

口
と

し
て
、
多

く
の
文
化
人

の
往
来

し
た
土
地

で
も
あ

り
、
方
言

(偲
.一う肖
)

の
記
録

さ
れ

る
機
会

は
他

の
地

方

に
増

し

て
多

か

っ
た

よ
う

で
あ

る
。
海
外
文
献

に
し
て
も
、
同
様

の
歴
史
的

・
地
理
的
事
情

か
ら
、
若
干

の
薩

摩

の
も

の
を
除
け
ば
長
崎

の
言
葉
を
写
し

た
も

の
が
多

そ
う

で
あ

り
、
前
述

の

キ
リ

シ
タ

ン
資
料
も
結
局
は
長
崎
方
言

の
資
料

で
あ

る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る

と
、
個

々
の
資
料

に

つ
い
て
は
、
断
片
的

で
あ

っ
た
り
、

口
語
的
写
実
性

に
疑

問
が
残

っ
た
り
な

ど
と

い
う

こ
と

が
あ

っ
て
も
、
特

に
肥
筑
i

長
崎
地

方

は
、
資
料
的

に
は
比
較
的
恵
ま
れ

て
い
る
方
だ
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
東
京
通
事
魏
氏

の
語
学
書

に

つ
い
て
は
、
以
前
、
そ

の
異

国
語
表
記
に
用
い
ら
れ
た
独
特
の
文
字
ー

魏
氏
仮
文
字
1

を
中
心
に
報
告

す
る
機
会
が
あ

っ
た
。
本
稿

で
は
、
そ

の
方
言
資
料

と
し

て
の
側
面
を
示
そ
う

と
す
る

の
だ
が
、
私
見

に
よ
れ
ば
、
長
崎
通
事

の
物

し
た
語
学
書

で
、
彼
地

の

方

言
の
反
映
し
た
可
能
性

の
あ
る
も

の
は
、
他

に
も
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ら
は
勿
論
、
期
せ
ず
し

て
地

の
言
葉
が
出

た
と

い
う
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ

う
が
、
通
事

の
語
学
書

の
場
合
、
後
述

の
如

く
、

俗
用
の

言
葉
ー
ー
方
言

に
対

す
る
排
除
意
識
が
比

較
的

弱
か

っ
た
と
い
う
よ
う
な
事
情

も
考

え
ら
れ
る
。

こ

の
点

で
、
「
よ
そ
者
」
の
手

に
成
る
観
察
記
録
な
ど
よ
り
、
は
る
か
に
信
頼

が
置

け
る
と
言
う

こ
と
も
で
き
る
か
も
知

れ
な

い
。

三

 

荻
生
但
篠

が
、
長
崎

の
唐

通
事

た
ち

の
語
学
を

《
崎
陽
之
学

》
と
称
し
、
最

上

の
学
問

の
方
法

と
し
て
唱
導

し
た
こ
と

は
、

つ
と

に
指
摘
さ

れ
て
い
る
と

こ

ろ
で
あ
る
。

「
訳
文
峯
蹄
」
初
編

・
題
言

よ
り
引
く
。

予
嘗
為

一二蒙

生

一定

二学
問
之
法

一。
先
為
二
崎
陽
之
学

一。
教

以
二
俗
語

一。
調
以
二

華
音

一。
訳
以

二此
方
狸
語

一。
絶
不

レ作
・
和
訓
廻
環
之
読

一。
始
以
二
零
細
者

・。

二
字

三
字
為

レ句
。
後
使
レ
続
二
成
レ
書
者

二。
崎
陽
之
学
既
成
。
乃
始
得
レ
為
二
中

華
人

一。
而
後
稽
梢
読
二
経
子
史
集
四
部
書

う。
勢
如
二
破
竹

う。
是
最
乗
上
也
。

(傍
線
引

用
者

)

「
訳
す
る

に
此

の
方

の
哩
語
を
以

て
」
す

る
こ
と
が
、
そ

の
ま
ま

《崎
陽
之
学

》
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の
あ

り
方

に
通
ず

る
こ
と

に
注
意
し
た

い
。

一
体

に
、
但
僚

の
言
語
観

に
は
見

る
べ
き
も

の
が
あ
り
、
新
井
白

石
と
も
通

い
合

う
面
が
あ
る
燵
脳
こ
こ

で
は
次

の

}
節
を
引
く

に
留
め

て
お
く
。

僅
俗
者
。
平
易
而
近
一於

人
情

一。

以
レ
此
而
訳
二中
華
文
字

一。
能
使
下
レ人

不
レ

生
二奇
特

想

一。
不
レ生

二
卑
劣

心

一。
而
謂
二
聖
経
賢
伝
。
皆
吾

分
内
事
。
左
騒

荘
遷
.

都
不

一信

屈

う.
遂
与

歴

代
古
人

　。
交

レ腎
晒
言
。
尚
刺
論
千
載
上
者
。

亦
由

レ
是
可
レ
至
也
。
是

訳
之

一
字
。
利
益

不
レ勘
。
敦

謂
二
吾
好

一レ奇
也
哉
。

(
「訳
文
峯

蹄
」
初
編

.
題
言
)

こ
の
僅
俗

な
る
語

が
平
易

で
人
情

に
近

い
と

い
う
認
識

は
、
も

う

一
方

の
蘭
通

詞

の
語
学

の
場
合

に
も

一
つ
の
特
色
を
成
し

て
い
た

こ
と

は
、
杉
本

つ
と
む
氏

『
酊
矯
蘭
語
学

の
成
立
と

そ
の
展
開
』
1
～

V

(
早
稲

田
大
学
出
版
部
)
そ

の
他

に
詳
し

い
。
オ

ラ
ン
ダ
商
館

長

鵠
Φ
&

「欝

U
o
Φ
鵠
が
、
蘭
通
詞
達

の
協
力

に

よ

っ
て
編
集
し
、
天
保

四
年

(338
)

に
大
成
し
た
蘭
日
辞
書

「
ド

ゥ
ー
フ

・
ハ

ル

マ
」
の

〈緒

蕎
〉

(㎜

・
へ
ん

で
れ
き
ど
う
ふ
)
、
及
び

〈凡
例
〉
(文
化
十

三

年

・

《
㎜
》
九
月

掛
り
通
詞
)

の

一
項
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次

に
示
そ
う
。

〈
緒
言
〉

一
皇
国

の
言
語

の
旬

法
文

法
外
臣

(H
寓

・
冗
曹
ー

M
ー

引

用
者
注
)

是
を

知
ら
す
と
錐
と
も
此
書

の
訳
語
は
直

に
長
崎

の
方
言
を
取

る
是

は
通
詞
家

の
老
幼

と
も
に
通
暁

し
易
か
ら
ん
事
を
欲
す
れ

は
な
り
何
者
若
し
勉
め

て

都

雅

の
語
を
取

ら
ん
と

せ
は
強

て
昆
需
児

の
洗
浴
を
な
す
か

こ
と
く
徒

に

労

し

て
用
な
き
の
も

の
た
ら
ん
事
を
恐
れ

て
な

り

〈
凡
例
〉

一
我
輩
皆
無
学

に
し

て
雅
語
を
以
て
訳
詞
を
下
す
事
能
は
す
若
し
強
て
雅

語
を

用
ん
事
を
欲
せ
は
却
て
蘭
語
の
義
理
を
失
ん
事
を
恐
る
故
に
他
の
笑
を
顧

み
す
直
に
鄙
僅
の
俗
語
方
言
を
以
て
訳
す

「
ド

ゥ
ー

フ

・
ハ
ル
マ
」

は
桂
川
甫
周

の
校
訂
を
経

て
、
安
政

二
～
五
年

(85

8

注
一三

～

85
)

に

「和
蘭
字
彙
」
と

し
て
江
戸

で
版
行
さ
れ
る
。
そ

の

〈
例
言
〉
に

原
本
所
訳
多
雑
崎
港
俗
語
故
往

々
有
不
可
解
者
今
錐
能
理
会
和
蘭

文
意

者
而

後
当
容
易
発
悟

(以
下
略
)

(
傍
線
大

橋
)

と
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
和
蘭
字
彙

」
に
は
長
崎

方
言

が
殆

ど
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
ら
れ

て
い
る
点
は
見
逃
せ
な

い

(
「
ド

ゥ
ー

フ

・
ハ
ル

マ
」
及
び

「和
蘭

字
彙
」
の
長
崎
方
言

に

つ
い
て
は
、
鈴
木
博
氏

「
『
ズ
ー

フ
ハ
ル

マ
』
の
長
崎

言

葉
」
に
詳
し

い
)
。
長
崎

の
優
位
が
圧
倒
的

で
あ

っ
た
蘭
学

に
対

し
て
、
主

に
中

国

の
俗

文
学

へ
の
興
味

か
ら
も

て
は
や
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
唐
話
学

の
場

合

、
中
央

の
漢
学
者

が
唐

通
事

の
学
問
を
尊
崇
し
た
、
と

い
う

よ
う
な
事
実

は

恐
ら
く
な
い
。
実
態

は
む

し
ろ
逆

で
あ

っ
て
、
但
篠

に
し

て
も
、
そ

の
実
用
語

学

と
し
て
の
面

に
専

ら
着
目

し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
《
崎
陽

之
学

》
が

《
崎
陽
之
学
》
と

し
て
認
め
ら
れ
る
場
所

で
は
、
右
記
の

「和
蘭
字

彙
」
と
同
様

の
事
情
が
あ

っ
た
か

に
見
え
る
。
即
ち
、

但
篠
護

園
の
訳
社

(唐

話

の
学
習
会
)

に
訳
士

(指
導
者
)
と
し

て
招

か
れ
た
長
崎
出
身

の
元

通
事
、

岡
島
冠
山

の
著
作

に
も
、
九
州
方
言
か
と
思
し
き
語
が
散
見

す
る
の
で
あ
る
。

岡
島
冠
山
が
、
但
篠

と
共

に
唐
話
学

の
隆
盛

に
功
績

の
あ

っ
た
人
物

で
あ
る

こ
と

は
、
周
知

の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

訳
社

で
の
唐
話
学
習

の
た
め

に
編
ま
れ
た

と
も
言
わ
れ
る
彼

の
唐

話
辞
書

の
中
、
特

に

「
唐
話
纂
要
」
な
ど

は
当
時
と
し

て
は
最

も
秀
れ

た
入
門

テ
キ

ス
ト
で
あ
り
、

そ
の
普

及
度
も
高

か

っ
た
と
言

蕨

。そ
れ
ら
の
唐
話
辞
書

の
和
訳

に
お
け
る
俗
語
語
彙

に

つ
い
て
は
、
近
時
、
藁
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科
勝
之
氏

の
ご
報
告

が
あ

っ
た
。
そ

の
際
、
方
言
的

な
語
彙

に
関
し

て
も

言
及

さ
れ
、
冠
山

の
方
言

で
あ

る
可
能
性
を
示
唆
し

て
お
ら
れ
る
が
、
管

見
に
よ
れ

ば
、
未
だ
氏

の
指
摘
さ
れ
な

い
中

に
も
九
州
方
言

の
可
能
性

を
持

つ
も
の
が
あ

る
。
今
、
藁
科

氏
が
既

に
指
摘
さ
れ
た
も

の
を
含

め
て
、

冠
山

の
語
彙

の
中
、

九
州
方
菖
か
と
思
わ
れ
る
も

の
を
挙
げ
る
。
資
料

と
し
た
の
は
次

の
通

り

(略

称
は
藁
科
氏

に
従
う
)
。
以
下
、
五
十
音

順

に
示
す
。

○
唐
話
纂
要

六
巻

("

要
)
享

保
元
年
、

㈱
刊
、
同

三
年
増
補
本

半
六
冊

○
唐
音
雅
俗

語
類

五
巻

(=
類
)
享
保
十

一
年

・
皿
刊

半
五
冊

○
唐
訳
便
覧

五
巻

(=
覧

)
享
保
十

「
年

・
m
刊

半

五
冊

○
唐
話
便
用
六
巻

(u
用
)
享
保

二
十
年

・
偽
刊

半
六
冊

t

以
ヒ
、
長
澤
規
矩
也
編

『唐
話
辞
書
類
集
』

(全
二
十
巻

・
汲
古
書
院
)
に
よ
る
。
以
下
の

ペ
ー
ジ
数
も
同
書

の
も

の
。
尚
、
「
要
」
「
類
」

は
第
六
集
、
「
覧
」
「
用
」
は
第
七
集
所
収
。

・[
圓
劇

]

は
小
学
館

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
、
囹
は
『全
国
方
言

辞
典
』

の
意
。

-
※
を
付
し
た
も

の
は
、
藁
科
氏
が
九
州
方
言

の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ

て
い
る
も

の
。

ω
お

て

つ
く

(落
着
)

遭

際
財
け
ッ
ク

(要

・
34

ぺ
)

[
國

囹

山
口
県
豊
浦
郡
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、
鹿
児
島
県

幻
お
め

く

城
叫
起
来

塀
棚
井

(覧

・
63

ぺ
)

城
将
起
来
斐
ク

(要

・
63

ぺ
)

[
凹
圃
因
]

三
重
県

・
大
阪

・
奈
良
県
吉
野

郡

・
和
歌

山
県
東
牟
婁
郡

・
福
岡

・
佐
賀
県
藤
津

郡

・
長
崎
県

・
熊
本
県

・
天
草
島

・
宮
崎
県
西
臼
杵

郡

⑨
く
ら
す
み

(暗
隅
)

黒
洞
洞
地

,
...
,
黒
暗
暗
地
里

(要

・
91

ぺ
)

口
圓
国
閃
]

青
森
県

・
伊
豆
三
宅
島

・
新
潟

県

・
愛
媛
県
松
山

.
福
岡
県

久
留

米

(
は
ま
お
き
)

・
長
崎
県

・
大
分
県

・
鹿
児
島
県

d
さ
な
り

(細
鳴
)

眼
究
声
息

舛
万
対
ヲ

(用

・
蹴

ぺ
)

[
日
国
大
]
福
岡
県
朝
倉
郡

・
熊
本
県
南
関

※
⑤
し

の
べ
る

(物
を
か
た
づ
け
る
。
し
ま
う
)

当

日
収
拾
了
行
李
鋪
益
倣

一
捲
子
挑
子
。
日
弼
唄
用
好
弾
防
ウ
欝
〃
パ移

濯
弛
ヤ
だ

㌧
粋
け
ヒ

(覧

・
踊

ぺ
)

口
圓
国
因
]

香

川
県

・
愛
媛

県
宇
和

島

・
高
知

県

・
熊

本
県
天

草
島
大

浦

・

《
し

の
ぶ
る
》
宮
崎

県

・
長
崎
県

・
壱
岐

・
熊
本
県
天
草
島

⑥
せ
び
ら
か
す

播
弄
馳
ビ
一フ
ヵ

(用

・
獅

ぺ
)

口
闇
日圓
圏

凸
豊
前
に
て
嘲
弄
す
る
こ
と

[
圓
国
困

②
人
を
か
ら
か
う
。
出
雲

・
福
岡
県
小
倉

・
佐
賀
県

・
壱
岐

・
熊

本
県

・
天
草
島

③

い
じ
め

る
。

い
や
が
ら
せ

る
。
岐
阜
県
養
老
郡

・
尾
張
熱

田

・
滋
賀

県
蒲
生
郡

・
兵
庫
県
赤
穂
郡

・
鳥
取
県

・
岡
山
県
上
道
郡

・
熊
本
県
天

草
島
大
浦

※
の

ぞ
ぜ

る

(損
ず
る
)

不
壊
的
也
有
壊
了
的
也
有
愚
祢

練

～
掠

卿
柑
力
托
打
剥
ザ
"
姥
岬
醐
妊
ア
ル
。

(覧

・
90

ぺ
)

囚

巴

そ
ず
る
。
大

分

・
福
岡
県
朝
倉

郡

・
熊
本
県

玉
名
郡
。

d
た
れ
か
ぶ
る

鯖
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屍
漆
尿
流
盤
培

而
走

が
判
99
ゴ
砂
秒
功
"
胡
テ
。

(類

・
翻

ぺ
)

「
日
国
大
」
福
岡
県
博
多

・
熊
本

県
玉
名

郡

・
熊
本

県
下
益
城

郡

※
⑨
ば
れ
る

(
あ
ば
れ
る
、

ふ
ざ
け
る
)

不
要
作
怪
。
先
生
就
来
哩
継
画
伽
好
ザ
跣
牲

(覧

・
23

ぺ
)

[
圓
倒

]

鳥
取
県

・
岡
山
県

・
《ば
る
る
》
福
岡
県

・
熊
本
県
天
草
島

※
㈲
ふ
と

い

(大
き

い
)

浪
大

了
け
バ
ガ
フ

(
用

・
謝

ぺ
)

不
甚
大

"
岬
判
"
卜

(用

・
鵬

ぺ
)

洋
中
波
浪
大

汁
肋
野
陣
梱
ナ

(用

・
鵬

ぺ
)

[
臼
国
大
]
佐
渡

・
広
島

県
佐
伯
郡

・
山

口
県
郡
濃
郡

・
徳
島

員
美

馬
郡

・
愛

媛
県

・
高
知
県

.
九
州

⑪

わ
た
ま

し

曽
移
搬
房
子
不
曽
句
望
マ
η
鄭
触

(覧

・
68

ぺ
)

口
圓
園

囚
]
①
転
居
。
引
越

し
。
山

口
県

・
徳
島
県

・
長
崎
県
南
高
来
郡
、
②

隠

居
や
新
宅

に
移
り
住
む

こ
と
。

茨
城

県
多
賀
郡
高

岡

そ

の
他

、
次

の

よ

う

な
文

法

事

項
も

、

わ

れ

る
。

働
格

助

詞

「
の
」

の
主

格

用

法

仔

細

多
.
、イ
.

下

雨

.
,
,
.
ル落

雨

同
ヒ
下

雪

ユ。
ノ
.ル
天

晩

田
〃
ク

生
隙
紗

。
ル
,

不
要
吃
酷
有
人
聴
見
不
便
却
〃
林
怖
畝
勃
け
ヂ

九
州
方
言
の
可
能
性
が
強
い
か
と
思

要

・
20

ぺ
)

要

・
3ー

ペ
)

類

・
鵬

ぺ
)

覧

・
53

ぺ
)

為
侮

傲
融
砂
好
〃
ル

(用

・
襯

ぺ
)

[
圓
園

佐
賀
県

・
長
崎
県
南
高
来
郡

・
壱
岐

・
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
《
ぬ
》
壱

岐

。
鹿
児
島
県
喜
界
島

㈹
可
能
表
現

「
～
き

る
」

買
不
成

幼
ヒ
キ
,フ

(要

・
56

ぺ
)

弁
白
不
来
べ
。
.を
..

(要

・
80

ぺ
)

動
身
在

近
打
嵩

不
企

嚇
"
㌧
沙
プ
逝
柚
弘
対

(類

・
蹴

ぺ
)

澹
負
不
下
任
.
参
.

按
納
不
住

知
"
ヘ
キ

当
不
起
鍔

キ

還
不
起
対
シ
キ
,フ

許
多
事

了
結

不
来

裟

い
蝉
列
知
ト
。

回
話
為
甚
麿
太
遅
等
不
企

了
れ
"
∂
か
=
対
擢
担
芳
卿
り

類

・
姻

ぺ
)

用

・
脚

ぺ
)

用

・
説

ぺ
〉

用

・
謝

ぺ
)

用

・
舗

ぺ
)

覧

・
33

ぺ
)

[
圓
倒
困

福
岡
県

・
佐
賀
県

・
熊
本
県

・
大
分
県

・
鹿
児
島
県
肝
属
郡

qの
命
令
形

の

「
ー

ろ
」

須
要
譲
些
少
.
。ケ
.

(要

・
87

ぺ
)

必
要
記
号
秘
狐
"
叫
シ

(要

・
88

ぺ
)

命
令
辞

の

「
ろ
」
は
、
関
東
方
言

の
他
、

西
九
州

で
も
用

い
ら
れ

て
い
る
こ

と
は
、
改
め

て
言
う
ま

で
も
な
か
ろ
う
。
訳
社

は
江
戸

で
の
集

ま
り
で
あ

っ
た

が
、
或

い
は

こ
の
場
合

は
江
戸
語
と
見

る
べ
き
か
。

以
上
、
岡
島
冠
山

の
訳
語

の
中
、
九
州
方
言

で
あ

っ
た
可
能
性

の
存

す
る
語

を
挙
げ

た
。
前
述

の
通

り
、
訳
社

は
江
戸

で
催
さ
れ
た
学
習
会

で
あ
り
、
ま
た

冠
山

の
著
作
自
体
も
、
「
唐
話
纂
要
」
が
江
戸
、
「
唐
音

雅
俗
語
類

」
が
江
戸

及
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び
京
都
、
あ
と

の
二
冊

は
京
都

で
の
版
行

で
あ
る
。
方

言
臭

な
ど
は
極
力
排

さ

れ

る
べ
き
も

の
で
あ

っ
た
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
大
方

の
理
解

は

か
な
わ
な

い
○
全
体

の
語
彙
量
か
ら
見
れ
ば

一
握

り
の
語
彙

と
い
う
こ
と

に
な

る

の
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
れ
で
も
、
右

記
の
通

り
、
方
言
的

な
要
素
が
指
摘

で
き
る
の
は
興
味
深

い
こ
と

で
あ
る
。
直
接

に
は
、
冠
山

の
訳
出

の
姿
勢

そ
の

も
の
を
問
題

に
す

べ
き

で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
こ
れ
も
、
「訳
す

る
に
此

の
方

の

偲

語
を

以
て
」

す
る

《
崎

陽
之
学
》

の
あ
り
方
と
密
接

に
関
わ

る
こ
と
と
思
わ

れ
る
。

四

寛
政
八
年

(79
)
書
写

の
奥
書
き
を
持

つ
魏
龍
山

「
訳
詞
長
短
話
」
全

五
冊

1

(う
ち
第
二
冊
を
欠
く
。
長
崎
県
立

図
書
館
蔵

)
は
、
本
文

の
中
国
語

の
傍

ら

に
、

〈
魏
氏
仮
文
字
〉

と
称
す

る
独
特

の
文
字

に
よ

っ
て
、

南
京
語

の
み
な

ら

ず
、
安
南

・
東
京

・
モ
ウ

ル

・
阿
蘭

・
イ

ン
デ
ヤ
等

の
異
国
語

の
発
音
ま

で
を

も
記
し
た
、
東
京

通
事

の
手

に
な

る
異
色

の
語
学
書

で
あ

る
。
唐
通
事

の
中
国

語
学
習

に
際

し
教
科
書
と
し

て
常
用

さ
れ

た
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
異
国
語

の

発
音
を
示
す

〈
魏
氏
仮
文
字
〉

の
字
体

は
に
わ
か

に
は
読
み
下
し
難

い
程
特
徴

の
あ

る
も

の
で
あ

り
、

そ
こ
に
、
魏
氏

の
、
家

の
芸
を
守

り
権
威
付
け
よ
う
と

す
る
守
秘
主
義
を
看
取

で
き
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。

「
訳
詞
長
短

話
」

の
概

要
や
文
字
、
字
音

資
料

と
し
て
の
面
に

つ
い
て
は
、

注

七
拙
稿

に
譲

る

こ
と
と
し

て
、

こ

の
稿

で
は
、

そ

こ
で
た
だ
指
摘
す

る
に
留

ま

っ
た
、
方
言
資
料

と
し
て
の
価
値
を
検
討
す

る
こ
と

に
し
た

い
。
幸

い
、
和

訳

の
部
分

は
全
冊
を
通
じ

て
普
通

の
カ
タ
カ
ナ
で
記
さ
れ

て
お

り
、
本
文

の
中

国
語
と
対
照
す
れ
ば
、
資
料
と
し

て
の
利
用
上
支
障
を
来
た
す

こ
と
は
な

い
と

思
わ
れ

る
。
但
し
、
本
稿

で
は
和
訳
部
分
を
中
心

に
扱

い
、
本
文

の
中
国
語

は
、

必
要

に
応

じ
て
適
宜
参
照
す
る

に
留
ま

っ
た
。

と

こ
ろ
で
、
「
訳
詞
長
短
話
」
(
以
後

、
「長
短
話
」
と
略
称
す

る
こ
と

が
あ

る
)

に
記
載
さ
れ

て
い
る

の
は
、
日
常
基
本
的

な
語
彙

に
始
ま

っ
て
、
最
終
的

に
は

実

際

の
交
易

の
場

で
の
や
り
と
り

に
お

い
て

一
通
り

の
対
応

が

で
き

る
よ
う

な
、
様

々
な
場
面
を
想
定

し
た
会
話
文
な
ど

で
あ
る
。
「
訳
家

必
備
」
(『
唐
話
辞

書
類
集
』
第
二
十
集

所
収

)
と
共
ハに

「
訳
詞
長
短
話
」
が
唐
通
事

の
中
国
語
学

習

の
場

で
重
宝

が
ら
れ
た
と
い
う
の
も
、
両
者
が
通
事

の
仕
事

に
直
接
益
す
る

よ
う
な
実

践
的

な
内
容
を
持

っ
て
い
た

た
め

で
あ

ろ
う

こ
と

は
、
想
像

に
難
く

な
い
。

そ
し

て
、
実
際

の
交
易

の
場

で
交
渉

に
当
た
る

の
は
長
崎

の
地

役
人
と

通
事

だ

っ
た
の
だ
か
ら
、

こ
れ
ら

の
書

は
、
需
要
も
供
給
も
消
費
も
、
す

べ
て

長
崎
と

い
う

一
地
点

で
の
限
定
的
な
も

の
だ

っ
た
と
、

一
応

は
看
倣
す

こ
と
が

で
き

る
。

つ
ま

り
こ
れ
ら

の
書
物

は
、
但
篠

の
所
謂

《
崎
陽
之
学

》
の
産
物

と

い
う
こ
と

に
な

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
性
質

の
も

の
で
あ
れ
ば
、

そ

の
和
訳

に
長
崎

の
地

の
こ
と
ば

が

反
映
し

て
い
る

こ
と
を
期
待
す
る

の
も
、
決

し
て
的

は
ず
れ

な
こ
と

で
は
あ

る

ま

い
。
実
際
、
「
訳
詞
長
短
話
」
に
は
、
主

に
現
在
方
言

の
分
布
か
ら
見

て
、
次

の
よ
う
な
九
州
方

言
特

有
の
語
詞
、
或

い
は
長
崎
方
言
特
有

の
語
詞
と
考
え
ら

れ
る
も

の
が
、

ま
ま
含

ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
以
下
、
東
條
操
編

『
分
類
方

言
辞
典
』

(東
京
堂

・
昭

29
)

の
分
類

に
従

っ
て
示
す

(以
下
も
同
じ
)。

*
印
を
付
し
た
語
は
、
臨
地
調
査
で
確
認
し
て
い
る
も
の
。

〈
草
木
菌
類
〉

①
イ
ゲ

ば
ら

(薔
薇

)

イ
ゲ

(長
春
)

3
冊

・
32

オ

イ
ゲ

(根
春

)

5
冊

・
37

オ
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「長
春
」

と
は

「
こ
う
し
ん
ば
ら
」

と
い
う
薔
薇

の

一
種

だ
と
い
う

(諸
橋

轍
次

『大

漢
和
辞
典

』
)
。
東
條
操

『全
国
方
言
辞
典
』

(以
下

『
全
国
方
』
と
略

称
)

に
は
、

イ
ゲ
が

〈
ば
ら

・
い
ば

ら
〉

の
意

で
九
州
全
体

に
用

い
ら

れ
て
い

る
と
あ
り
、
小
学
館

『
日
本

国
語
大

辞
典

』
(以
下

『
日
国
大
』
と
略
称

)
で
は

〈
の
い
ば
ら
〉

の
意

で
、
鹿
児
島
県
肝
属
郡
垂
水

の
名
を
挙
げ

て
い
る
.

②

カ

シ
ウ
リ

ま
く
わ
う
り

(真
桑
瓜

・
甜
瓜

)

ク

ワ
シ
ウ
リ

(香
瓜

)

3
冊

・
12
ウ

諸
橋

『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ

る
と
、
「
香
瓜
」
は

〈
ま
く
わ
う
り
〉
の
意
。
『
日

国
大
』
に
は
、
「菓
子
瓜
」
の
意

と
し
て
宮
崎

・
福
岡
県

一
部

・
佐
賀
県

三
養
基

郡

・
長
崎
県

一
部

・
薩
摩

の
名
が
挙
げ
ら
れ

て
お

り
、
九
州
中
心

の
分
布
と
見

る

こ
と
が

で
き
る
Q

③

ニ
ガ
ゴ

ー
リ

つ
る
れ

い
し

(苦
瓜
)

一一
ガ
ゴ
ウ
リ

(苦
瓜

)

3
冊

・
12

ウ

ニ
カ

コ
ウ
リ

(

〃

)

5
冊

・
33
オ

「物
類
称
呼
」

に

「錦
蕩

枝

つ
る
れ
い
し
○
長
崎

に

て

・
に
が
こ
う
り
と

い
ふ
」
と
あ
る
。
久
留
米

「
は
ま
お
き
」

に
も

こ
の
語
が
見
え
、
『
全
国
方
』
は

九
州
全
域

で
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

〈
肢
体
健
康
〉

④

シ
リ
ノ
ス

肛
門

シ
リ

ス
(幸
丸

穴
)

5
冊

・
19

オ

こ
の
訳
語

が

ふ
さ
わ

し
い
か
ど
う

か
は
や
や
問
題
が
残

る
が
、
『
分
類
方
言

辞
典
』

に
は

〈
肛
門
〉

の
意

で

「
シ
リ
」
と

「
ス
」
を
組
み
合
わ

せ
た
語
形
と

し

て
は

「
シ
リ
ノ
ス
」

の
み
を
挙
げ
る
。
「
シ
リ
(幸
丸
ご

と

「
ス

(穴
)
」
と

別

々
の
語

の
よ
う

に
も
見
え
る
が
、
単
独

の

「
穴
」

の
訳
語
と
し

て

「
ス
」
を

当

て
る

の
も
些
か
苦
し
く
、
や
は
り

こ
こ
は

「
シ
リ
ノ
ス
」
と
認
め
た

い
。
『
日

国
大
』

に
よ
れ
ば
、
福
岡
県
博
多

・
対
馬

・
鹿
児
島
県
種
子
島

が
示

さ
れ

て
い

る
。
筆
者

の
出
身
地
佐
賀
県
佐
賀
市

で
は

「
シ

ン
ノ

ス
」

の
形

が
見

ら
れ

る
。

*
⑤

セ

ン
キ

ュ
ー

あ
ば

た

(痘
痕
)

セ
ン
キ

ウ
ヅ

ラ

(庖
瞼

々
々
)

3
冊

・
8

オ

「
筑
紫
方

言
」
に
長
崎

で
使
わ
れ

て
い
た
語
と
し

て
こ
の
語
を
載
せ
る
。
『
日

国
大
』
は
、
佐
賀
県

・
長
崎
県

・
対

馬

・
壱
岐

・
熊
本
県

・
天
草
島
栖
本

・
鹿

児
島
県
種
子
島
、

ま
た

「
せ
ん
き

ゅ
」

の
形

で
福
岡
県

三
瀦
郡

・
鹿
児
島
県
を

挙

げ
る
。
『
九
州
方

言
の
基
礎
的
研
究
』
所
載

の
分
布
地
図

に
よ
る
と
、
更

に
大

分
県
西
部

・
宮
崎
県
南
端
及
び
上
甑
島

に
も

セ
ン
キ

ュ
ー
系

の
語
が
分
布
し

て

い
る
が
、
分
布

の
特

に
濃

い
の
は
、
島
嗅
部
を
除
く
と
、
長
崎
県

で
も
西
彼
杵

・
長
崎

・
島
原

の
三

つ
の
半
島
を
中
心

に
し
た
地
域

で
あ
る
。

*
⑥

イ
タ

ム

病

気
を
す
る

コ
ノ
ア
イ
タ

ハ
イ
タ

ン
ダ

(連

日
病

了
)

4
冊

・
15
オ

コ
ノ
ア
イ
タ

ハ
シ
ヤ

ウ
シ
ヤ
ウ
カ
セ

ブ
イ
テ

4
冊

・
15

オ

チ
ト
イ
タ

ン
ダ

(連

日
少
些
風
吹
的
病
了
)

『
臼
国
大
』

に
、
福
岡
県
久
留
米

・
佐
賀
県

・
長
崎
県

・
熊
本
県
南
関

の
名

が
挙

が
る
他
、
〈
死
ぬ
〉
意

で
岩
手
県
宮
古
、
ま
た

『
全
国
方
』
に
は

〈
病
気

で

や

つ
れ
る
〉
意

で
岡
山
県
小

田
郡

の
名
も
見
え

る
。
語
義

の
ワ
ク
を
そ

こ
ま

で

広
げ
れ
ば
九
州
特
有

の
語
と
す
る
わ
け

に
は

い
か
な

い
か
も
知
れ
な

い
が
、
や

は
り
中
心

は
九
州
、

そ
れ
も
肥
筑
地
方

で
あ
ろ
う
。

「筑
紫
方
言
」

・
久
留
米

「
は
ま
お
き
」

に
も

こ
の
語
が
見
え
る
。

〈
服
飾
容
姿
〉

⑦
ゾ

ー
ラ

ッ
カ

だ
ら
し
な
い

(締
無

)

ゾ

ラ
ク
モ
ノ

(
野
也

人
)

4
冊

・
3ー
オ

カ

ヨ
ウ
ナ
ゾ

ラ
ク

ナ
コ
ト

ヲ

(這
様
野
也
事
情
)
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4
冊

・
32

オ

『全

国
方
』
に
は

「
だ
ら
し
な

い
。
粗
雑
。
「
仕
事

の
ゾ

ー
ラ

ッ
カ
奴
は
困
る
」

熊
本

県
南

関

・
長

崎
」
と
あ
る
。
用
例
は
力
語
尾

に
は
な

っ
て
い
な

い
が
、
そ

も

そ
も

「訳

詞
長
短
話
」

に
は
力
語
尾

の
例
は
見
ら
れ
な

い

(
第
五
節
参

照
)
。

〈
住
居
坐
臥
〉

⑧

イ
ド

ル

イ
ト

レ

す
わ

る

(坐
)

5
冊

・
22
オ

こ
れ

は
日
葡
辞
書

に
シ
モ

(
X
〉
注
記

の
あ
る
語

で
あ
る

(
竃
o
員

斜
o
簿
櫛
)
。

但
し
、
『
日
国
大
』
に

「
い
と

る
」
と

い
う
語
形

で
対
馬

・
大
分
県
西
国
東
郡

の

名
を
挙
げ

て
い
る
と

こ
ろ
か
ら

し
て
、
用
例

の
表
記
通

り
、
当
時

の
長
崎

で
も

第
二
音
節
を
清
音

に
し

て
い
た
可
能
性
も
あ

る
。
濁
音
形

は
、
同
じ
く

『
日
国

大

』

に
よ
れ
ば
、
福
岡
県

・
壱
岐

で
使
用
さ
れ

て
い
る
。

⑨

イ
ナ

マ
キ

わ
ら
む
し
ろ

(藁
莚
)

ム

シ
ロ

イ
ナ

マ
キ

(草
把
)

3
冊

・
20
オ

『
日
国
大
』

に
は
、
佐
賀

県

・
長
崎

県

・
壱
岐

・
熊
本

県
天
草
島

・
鹿

児
島

県
種
子
島

の
名
を
挙
げ

る
。

こ
の
語
も

『
日
葡
辞
書
』

は
下

の
語
と
し

て
扱

っ

て
い
る
.
久
留
米

「
は
ま
お
き
」

に
も

こ
の
語
が
見
え
、
「
稲
巻
」
の
字
を
当

て

る
。
但
し
、
『
中

日
大
辞
典
』

(愛
知
大
学
編
)

で
は

「草
把
」

は

〈
草
束
〉

の

意

で
あ

る
。

※
⑩

セ
ク

戸
障
子
を
閉
め

る

セ
ケ

(閉

々
)

4
冊

・
22

オ

ト
ク
チ
セ
ケ

ヨ

(門
噴

好
了
)

セ
ヒ
テ
シ

マ
イ
タ

(関
好
了
々
)

5
冊

・
3ー

ウ

セ
ケ

(関
了
)

5
冊

・
3ー

ウ

こ
れ
も

日
葡
辞
書

に
下

の
語
の
注

記
が
あ
り
、

現
在
方

吾
の
分
布

か
ら
し

て

も
、
九
州
特
有

の
語
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。
現
在
方

言

で
は
福
岡
県

・
佐
賀
県

・
長
崎
県

・
五
島
福
江

・
対
馬

・
熊
本

県

・
大
分
県
宇
佐

郡

・
鹿
児
島
県

で
使

用
さ
れ

て
い
る

(
『
日
国
大

』
)。

「
望
春
随
筆
」

「菊
池
俗

言
考
」

「筑
紫
方
言
」

な
ど

の
方

言
書
に
も
記
載

が
あ
る
。

〈
老
幼
男
女
〉

⑪

ア
マ
ル

あ
ば
れ

る

(
暴
)

コ
ノ
ポ
ウ
ズ

ア
マ
ル
モ

ノ

シ
リ
ウ
テ

(這
坊
僧
要

侵

打
尻
)
4
冊

・
8

ウ

コ
ノ

コ
ボ
ウ
ズ

ヨ
ウ
ア

マ
ル
ワ
ル
サ
ス
ル
モ
ノ

(這
小
僧
要
托
弄
鬼
的
)

4
冊

・
33
オ

子
供
な
ど
が
さ
わ
ぐ
、

ふ
ざ
け
す
ぎ
る
意

で
、
佐
賀
県

・
長
崎
県

・
熊
本
県

・
天
草
島
湯
島

・
宮
崎
市

・
鹿
児
島
県

・
鹿
児
島
県
喜
界
島

《
あ
ま
ゆ

い
》
な

ど

で
使
用
さ
れ

て
い
る

(『
日
国
大
』
)
。
「
菊
池
俗

言
考

」

に
も

こ
の
語
が
見
え

る
。
〈
社
今
至
父
通
〉

⑫

チ
カ
ゴ

ロ

あ
り
が
と
う

(謝
辞
)

ゴ

ソ
ウ
サ

ニ
ナ
リ

マ
ス

チ
カ
ゴ

ロ
カ

タ

シ
ケ

ナ
イ

カ

タ
シ
ケ

ナ
イ

(暁
勾

了

多
謝
了

謝
了
)

4
冊

・
27

ウ

「
筑
紫
方
言
」

(近
世
末
期

の
成
立

と
さ
れ
て
い
る
)

に

「
長
崎

に
て
近
ご

ろ
、
肥
後

に
て
ち
や
う
じ

や
う

是

は
ち
か
ご

ろ

是
は
ち
や
う
じ
や
う
と
云

て
恭

い
と
云
う

こ
と
は
た
え

て
い
は
ず
」
と
あ
る
。
今
日
、
長
崎
市

内

の
七
十

歳
以
上

の
老
年
層
か
ら

で
も

こ
の
語
を
採
集

す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
大
正
14

年

の
古
賀
十

二
郎
氏

「
長
崎
方
言
集
覧

」
に
は

「
チ
カ
ゴ

ロ

近
頃

。
近
頃
難
有

と
云
ふ
意

に
用

い
ら
る
。

長
崎

在
留

の
支

那
人
な
ど
も
難
有

う
と
云
ふ
場
台

に
、

よ
く
チ
カ
ゴ

ロ
と
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云
ふ

の
で
あ
る
。
併

し
現
今
は

チ
カ
ゴ

ロ
、

ア
リ
ガ
ト

ー
と
云
ふ
言
葉
は

余

り
用
ひ
な
い
の

で
あ
る
。」

の
記
述

が
あ
る
。

⑬

オ
ト
ナ

な
ぬ
し

(名
主

・
庄
屋
)

ヲ
ト
ナ

(本
街
)

3
冊

・
8

ウ

マ
チ
ヲ
ト
ナ

(街
官
)

3
冊

・
8

ウ

ヤ
ト
チ
ヤ
ウ
ヲ
ト
ナ

(本
街
官
)

3
冊

・
8

ウ

「
長
崎
方
言
集
覧
」

に

「
乙
名
。
往
時
長
崎

の
各
町

に
は
そ

の
町

の
総
取
締

り

の
役
を
勤

む
る
役
人
が
ゐ
た
。
之
を
乙
名
と
云
ふ
」
と
あ
る
。
長
崎

に
特
有

の
役
職
名

で
あ
り
、
こ
こ
で
挙
げ
る

べ
き

で
は
な

い
か
も
知

れ
な

い
.
「
筑
紫
方

言
」

に
も
記
載
が
あ
る
。

⑭

ヤ
ド

(
ン
)
チ

ョ
ウ

ヤ
ド
チ
ヤ
ウ

ノ
ロ
者

(街

財
副
)

3
冊

・
8

ウ

ヤ
ト
チ
ヤ
ウ

ヲ
ト
ナ

(本
街
官

)

3
冊

・
8
ウ

「長
崎
歳
時
記
」

に

「我

町
を
通

ふ
て
み
よ

や
ど

ん
と

う
と
ふ

っ
て
み
さ

へ
よ
う
」
と
あ

り
、
「我

町
」
の
意

と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
も
長
崎

に
特
有

の
語

で

あ

ろ
う
。

〈
行
動
性
情
〉

⑮

ハ
ラ
カ
ク

お

こ
る

(怒

・
立
腹
)

ハ
ラ
カ
ク
ナ
々

(没
動
気
)

4
冊

・
12
オ

ハ
ラ
カ
ク

ハ
ラ
タ

ツ
ル
ナ

(動
気

没
要
動
気
)

5
冊

・
22

オ

『
日
国
大
』

に
福
岡
県

・
佐
賀
県

・
長
崎
県

・
五
島

・
壱
岐

・
対
馬

・
熊
本

県

・
天
草
島

・
大
分
県
白

田
郡

・
宮
崎
県

・
鹿
児
島
県

・
種
子
島

・
宝
島
を
挙

げ

る
と

こ
ろ
か
ら
、
殆
ど
九
州

の
み

の
よ
う

で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
「
は
ら
を

こ

く
」

の
形

で
島
根
県
鹿
足
郡

の
名
が
見
え

る
。

〈
観
念
的
表
現
〉

⑯

ゴ
ト

様
態

(
よ
う
に
)

モ
ト

ノ
コ
ト
カ

エ
シ
国

(依

旧
回
的
)

5
冊

・
35
オ

「
ご
と
」
以
外
、
「
ご

つ
」
「
こ

て
」
「
こ
ち
」
「
ぐ
と
う
」
な
ど

の
変
種
が
あ

っ

て
も
、

や
は
り
九
州

・
沖
縄
中
心

で
あ

る
。
九
州
以
外

で
は
、
三
重
県
志
摩
郡

・
山

口
県
美
祢
郡

・
同
都
濃
郡

の
名
が
挙
が

っ
て
い
る

(『
日
国
大
』
)
。

⑰

タ
イ

陳
述
関
係

(さ

・
ぞ

・
ね

・
よ
)

モ
ウ
ヨ

ロ
シ
ウ
ゴ
ザ

リ

マ
ス
タ
イ

(罷
罷

々

推
付

ル
言
也

)4
冊

・
17
オ

福
岡
県

・
佐
賀
県
東
松
浦

郡

・
長
崎
県

・
熊

本
県

・
大
分
県

日
田
郡

・
宮
崎

県
西
臼
杵
郡

(『
日
国
大
』
)
。
九

州
の
み
に
根
強

い
勢
力
を
保

つ
。

⑱

ノ

(格

助
詞

)

主
格

(
が
)

ア
メ
ノ
フ
ル

(下

雨
)

3
冊

・
3

オ

ケ
ム
リ

ノ
"
"

(煙
吹
)

3
冊

・
3

オ

タ
ケ

ノ
ヒ
ク
イ

(野
難
)

3
冊

・
8

オ

キ
ヤ
ク

シ
ン
ノ
ア
ル

(有
客
人
)

3
冊

・
14

オ

コ
コ
ロ
ノ
ワ
ル
イ

(不
好
意

々
)

4
冊

・
15

オ

グ

ワ
イ

フ
ン
ノ

ヨ
イ

(外
聞
好
)

5
冊

・
22

オ

そ
の
他
用
例
多
数
。

こ
れ

は
す

で
に
冠
山

の
項

で
触
れ
た

(第
三
節

・
語
例
⑰
参
照
)
。
主
格
用
法

は
、
現
在
方

言
で
は
九
州

の
み

で
あ
る
。

以
上
、
現
在
方
言

で
ほ
ぼ
九
州

の
み

に
分
布
し

て
い
る
語
を
厳

選
し

て
挙
げ

た
。
こ
れ
ら

の
例

は
、
「長
短
話
」
成
立
時

(約

二
百
年
前

)
も
九
州
方
言

に
特

有

の
語
彙

で
あ

っ
た
、
と
ま

で
言
う

こ
と
は

で
き
な

い
に
し

て
も
、
大
半

の
語
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が
日
葡
辞
書

で
シ

モ
注
記
が
あ

っ
た
り
、
方

言
書

に
記
載

さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
方
言
色

の
強

い
語

で
あ

っ
た
こ
と
は
推
測

で
き

よ
う
。

過
去

の
文
献

か
ら
当
時

の
方
言
を
拾

い
上
げ

る
作
業

に
は
、

い
ず

れ
に
し
て

も
無
理
が
伴
う
。
ど
う
し

て
も
可
能
性

の
問
題

に
な
ら
ざ

る
を
得
な

い
が
、

そ

の
場
合
、
現
在
方
言

の
分
布
が
、
唯

一
の
、

か

つ
最
も
有
力

な
手
掛

り
で
あ
る

は
ず

で
あ
る
。
次

に
、
も
う
少
し
基
準
を
緩
め

て
、
他
地
方

に
も
分
布
し

て
い

る
が
、
九
州

で
有
力
と
認
め
ら
れ

る
語
彙
を
挙
げ

る
。
紙
幅

の
都
合
上
、

そ
れ

ぞ
れ

『
全
国
方
言
辞
典
』
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
そ

の
他

に
よ
り
お
お
よ
そ

の
分

布

を
示
す

に
留
め
る
。

〈草
木
菌
類
〉

⑲

ナ
バ

き
の
こ

(茸
)

"
勝

(茸
)

3
冊

・
13
オ

日
葡

・
シ
モ
注

記
あ

り
。
島
根

・
広
島

・
山

口

・
愛
媛

・
高
知

・
九
州

・
沖

縄
な
ど
。

⑳

メ
ノ

ハ

わ
か
め

(若
布
)

メ
ノ

ハ

(海
藻
)

3
冊

・
3

オ

島
根

・
隠
岐

・
山

口

・
福
岡
県
久
留
米

・
佐
賀

・
長
崎

・
壱
岐

・
五
島

・
熊

本

・
天
草
な
ど
。

〈肢
体
健

康
〉

⑳

キ

ッ
イ

く
る
し
い

(苦

)

・
つ
ら

い

ク
タ
ビ

レ
タ

ア
マ
リ
キ

ツ
イ

(
倦
了

戚
苦

々
)

4
冊

・
23
オ

ア

マ
リ
キ

ッ
ク
シ
テ
キ
シ

ヨ
ク

ハ
ル
イ

(戚
苦

々
的
耐
煩

4
冊

・
23
オ

苫
し

い
、
疲
れ
た

の
意

で
、
島
根

・
愛
媛
、
及

び
九
州
全
般
。

ひ
ど
い
、

き

び
し

い
な
ど
、
語
義
を
広
げ
れ
ば
中
部
地
方
か
ら
西

に
広
く
分
布
。

⑫
ビ

ン
タ

あ
た
ま

(頭
)
?

ヒ

ン
タ

(額

)

5
冊

・
19

オ

頭

の
意

で
は
、
茨
城

・
長
野

・
愛
知

・
熊
本

・
宮
崎

・
鹿
児
島
な
ど
.
さ
ら

に
、
も

み
あ
げ
、
頬
、
曇
等
を
意
味
す

る
地
方
も
あ
り
。

⑳

ミ
ミ
ゴ

み
み
あ
か

(耳
垢
)

ミ
ミ
ゴ

(耳
糠
)

3
冊

・
6
オ

九
州

の
他
、
奈
良

・
三
重

・
和
歌
山

・
広
島

・
山

口

・
徳
島

・
愛

媛

・
高
知

な
ど
。

〈
飲
食
嗜
好
〉

⑳

チ

ャ
ダ

シ

き

ゅ
う
す

(急
須
)

・
ど
び
ん

(土
瓶

)

チ

ヤ
ダ

シ

(茶
瓶
、
茶
家

ト
モ
)

3
冊

・
15
オ

土

瓶

の
意

で
山
口

・
佐

賀

・
長
崎

・
壱
岐

・
天
草
、
急
須

の
意

で
佐
渡

・
徳

島

・
長
崎

な
ど
。

⑳

ハ
ン
ド
ウ

み
ず
が
め

(水
甕
)

ハ
ン
ド
ウ

(破
垣
)

5
冊

・
23

ウ

岐
阜

・
淡
路
島

・
奈
良

・
山
陰

・
広
島

・
山

口

・
徳
島

・
愛
媛

・
高
知

・
九

州
な
ど
。

〈
住
居
坐
臥
〉

⑳
キ

ヤ
ス

〈
火
を
〉
消
す

ヒ
キ

ヤ
シ
タ

(火
暁
了
)

3
冊

・
13

ウ

ピ
ケ

ヤ
ス

(火
消

々
)

3
冊

・
19

ウ

他

〈
な
ま
り
〉
と
し

て
、
飛
騨

・
広
島

・
周
防
大
島

・
福
岡

・
対
馬

・
島
原
方

言
、
「
ケ
ヤ

ス
」
は
津

軽
語
彙

・
岩

手

・
山
形

・
愛
知

を
挙

げ
る

(『
日
国
大
』
)
。

⑳

サ

マ

ま
ど

(窓
)

堀
π
ノ
マ
ト

(房
窓
)

5
冊

・
3ー

オ

日
葡

・
シ
モ
注
記
あ

り
。
仙
台

。
関
東

・
九
州
な
ど
。
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⑳

ハ
ワ
ク

〈
ほ
う
き

で
〉
掃
く

ハ
ワ
ク

(掃

)

5
冊

・
23

オ

山
形
県
村
山

・
九
州

〈
社
会
交
通
〉

⑳

ワ
ロ
ゥ

奴

・
野
郎

バ
カ
ナ
ワ

ロ
ウ
壼
孟

(獣
娃
子
)

3
冊

・
7
ウ

ワ

ロ
ウ

ゾ

ウ
リ

ト
リ

(娃
子
)

3
冊

・
8

ウ

他

石
川

・
滋
賀

・
九
州
な
ど
。

〈事
物
時

所
〉

⑳

フ
ト
イ

お
お
き

い

(大
)

⑳

ホ

ソ
イ

ち
い
さ

い

(小

)

ホ

ソ
イ

フ
ト
イ

(小
大

)

5
冊

・
22

ウ

ホ

ソ
キ
テ

ハ
コ

(小
厚
子
)

3

冊

・
20
オ

ホ

ソ
キ
ト
リ

(小
鳥
)

5
冊

・
32
オ

⑳

は
佐
渡

・
広
島

・
山

口

・
徳
島

・
愛
媛

・
高
知

・
九
州
な
ど
。
⑳

は
兵
庫

・
鳥
取

・
山

口

・
愛
媛

・
高
知

・
長
崎

・
佐
賀
な
ど
。

⑫

コ
ユ
イ

こ
い

(濃
)

ク

ロ

コ

ユ
キ
子

ツ
ミ

イ

ロ

(
灰
色
)

…
…
…

コ
ユ
キ

ム

ラ
サ
キ
イ

ロ

(
大
紫
色
)

3
冊

・
37

ウ

出
雲
。
鹿
児
島
県
揖
宿
郡

(『
日
国
大
』
)
。
実
際

の
分
布
は
も

っ
と
広

い
と
思

わ
れ
る
。

⑳

ク
ヒ

ル

し
ば
る

(縛

・
括

)

ク
ヒ

ル

シ
バ

ル

(縛

括
)

4
冊

・
8
ウ

シ
バ

レ
ク
ビ

レ

(縛

了
々
)

4
冊

・
8
ウ

コ
レ
ヲ
ク
ヒ
リ
テ
ウ

エ
ニ
ツ
ル

(這

ケ
搏

了
的
上
頭
掛
)
5

冊

・
24
ウ

他
山
桑

・
愛
媛

・
高

知

・
九
州
な
ど
.

⑭

ヨ
ウ
ラ

し
ず
か

(
静
)

シ
ツ
カ

ニ

ョ
ウ

ラ
く

(静

々
)

長
野

・
群
馬

・
伊
豆

八
丈
島

・
島
根

・
九
州

な
ど
。

5
冊

・
22

ウ

こ
こ
で
は
紙
幅

の
都
合
も
あ

っ
て
、
結
果
的

に
語
彙

の
み
を
と
り
あ
げ
る
か

た
ち

に
な

っ
た
が
、

そ
の
他
、
動
詞

の
活
用
や
命
令
辞

「ー
ー

ろ
」

の
使
用
な

ど

に
も
九
州
「

肥
筑
方
言
的
な
要
素
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

ス
ス
シ
ク

ア
ル

(涼
了
)

3
冊

・
3

ウ

キ

ノ
ワ
ル
ウ
ア
ル

(
煩
意

不
好

々
)

4
冊

・
15
オ

オ

モ
シ

ロ
ク

ア
ル

(有
趣

)

4
冊

・
23
ウ

な
ど
の

「
ア
ル
」

の
用
法

に
も
、
九
州
方
言
的

な
色
彩

が
表

わ
れ

て
い
る
よ
う

に
思

わ
れ
る
。五

以
上
、
「
訳
詞
長
短
話
」
の
方
言
的
要
素
を
見

て
来

た
が
、
魏
氏

に
は
さ
ら

に

「
南
詞
諜
解
」
及
び

「
東
京
異
詞
相

諜
解
」
と

い
う
二
種
類

の
語
学
書

が
あ
る
。

そ

の
訳
語

に
は
形
容
詞

の
力
語
尾
も
見
え
、
方
言
的

要
素

は

「
長
短
話

」
よ
り

い

っ
そ
う
目
立

つ
か

の
如
き
観
が
あ
る
。
今
後

の
検

討
を
ま

つ
が
、

こ
の
両
者

は

「
長
短

話
」
編
集

の
た
め

の
粉
本

で
あ

っ
た
可
能
性

が
あ
り
、
当

て
字

の
は

な
は
だ
し
さ
や
些
か

の
字
体

の
粗
雑

さ
か
ら
し
て
、
「長
短
話
」
よ
り
は
私
的

な

性
格

の
強

い
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

そ
の
点

で
、
方
言
資
料
と

し
て
は
、
或

い

は

「長
短
話
」

以
上

に
期
待

で
き
る
か
と
思
わ
れ
る
。
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本
稿

で
は
、
長
崎
訳
官

の
手

に
な

る

「
訳
詞
長
短
話
」
を
方
言
資
料
と
し

て

と
り
あ
げ
、
そ

の
資
料
性
を
保
証
す
る

一
徴
証
と
し

て
、
近
世
唐
話
学

の
泰
斗

岡
島

冠
山

の
諸
著
作

に
見
え
る
方
言
的
要
素

に
も
言
及
し
た
。
肥
筑
-

長
崎
地

方

は
、

キ
リ

シ
タ

ン
資
料

以
来
比

較
的
文
献

資
料

に
恵

ま
れ

て
お
り
、
更
に
、

新

た
な
方

召
資
料

と
し

て
、
《
崎

陽
之

学
V
を
背

景
と
す
る
通
事
系

の
語
学
書

に
可
能
性

の
あ
る
こ
と
を
見

て
き
た
わ
け

で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
信
頼

で
き
る

資
料

の
発
掘
を
続

け
て
い
く

べ
き

こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
よ
り
肝
要

な

の
は
、

そ
れ
ら
の
資
料
を

ど

の
よ
う
に
生

か
し

て
い
く
か
と
い
う
方
言
史
構
築

の
為

の
方
法
的

な
模
索

で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時

に
、
文
献

に
よ
る
方
言
史
研
究

の
可
能
性

と
限
界
を
見
極

め
て

お
く

こ
と
も
重
要

で
あ

る
。

こ
こ
で
は
現
在
方
言
か
ら
湖

る
こ
と
の
で
き

る
範

囲

の
も

の
を
と

り
あ
げ

(ざ

る
を
得
な

か

っ
)
た
が
、
方
言
史

の
構
築

の
為

に

は
、
む
し

ろ
現
在
方
言

に
は
既

に
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
言
語
事
象
を
指
摘

で
き

れ
ば
そ
れ

に
こ
し
た

こ
と
は
な

い
。
例
え
ば
、
冠
山

の
著
作

の
中

に

「
タ
ビ
ガ

ラ
シ
」
と

い
う
語
が
見
え
る
。

例
、
タ

ビ
ガ

ラ
シ
ト
ナ

ル

(傲
老
江
湖
)

(要

・
61

ぺ
)

天
地

ノ
間
。
往

ヌ
処

ハ
ナ
イ
。
真

ノ
タ
ビ
ガ

ラ
シ
ナ
リ

(天
地
之
間
。

無
処

不
走
。

真
個
老

江
湖
了
)

(用

・
姐

ぺ
)

「老

江
湖
」

に
当

た
る
語

で
、
既
存

の
辞

書
や
方
言

書

に
は
見
え
な

い
が
、
恐

ら
く
日
葡
辞
書

に
Z
凶8
昌
αq
驕。
「輿

一と

あ
る
の
が
参
考

に
な
る
。
「
日
本

の
物
事

に

通
じ

た
人
。
都

の
こ
と

に
精

通
し
て
い
る
の
を
京

が
ら
し
な
ど
と
い
う
よ
う
に

用

い
る
け
れ
ど
も
、
正
し

い
言

い
方

で
は
な

い
」
(『
邦
訳

日
葡
』
)
と

し
て
、
シ

モ
注
記

の
付
さ
れ

て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
か

つ
て
、
〈～

に
通
じ
た
人
〉
の
意

で

「
～
ガ

ラ
シ
」
と

い
う
造

語
成
分

の
あ

っ
た

こ
と
が
推

測

で
き
る

の
で
あ

る

(迫
野
慶
徳
氏

の
御
教
示

に
よ

る
)
。
ま
た
、
前
掲
鈴
木
博
氏

「
『
ズ

ー
フ

ハ
ル

マ
』
の
長
崎
言
葉
」
に
紹
介

さ
れ

て
い
る

「
チ

ッ
ク

ワ
リ
」
(
チ

ツ
ク

ワ
リ
。
倭

小

ノ
人

ヲ
云
)
と

い
う
語
は

「
訳
詞
長
短
話
」

に
も
見
え
る
。

こ
れ
も
現
在
方

言

で
は
確
認

の
難
し

い
語

で
あ
る
が
、
直

接

の
交
渉

は
無

い
と
思
し
い
複
数

の

文
献

に
見
え
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
そ
の
存
在

が
確

認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
二

つ
の
例

は
、
極

め
て
さ
さ
や
か
な
成

果
と
言

う

べ
き
か
も
知

れ
な

い

が
、

い
ず
れ
に
し

て
も

、
文
献

に
よ
る
方
言
史
構
築

の
可
能
性

や
限
界

を
見
極

め
る
の
も
、

ま
ず
は
文
献
資
料

を
た
ん
ね
ん
に
発
掘

し
て
か

ら
の
こ
と
と

し
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。

注

例
え
ば
前
田
富
撰
氏
は
、
「東
国
を
ど
の
範
囲
で
考
え
る
か
に
問
題
は
あ
る
が
、
一
般
的
に
は

『万
葉

集
』
で
東
歌

・
防
人
歌
に
採
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
、
遠
江

・
駿
河

.
伊
豆

・
相
模

・

武
蔵

・
上
総

(安
房
を
含
む
)

・
下
総

・
常
陸

・
信
濃

・
上
野

・
下
野

・
陸
奥
の
十
二
か
国
に

(こ
れ

に
採
ら
れ
て
は
い
な
い
が
)
甲
斐
の
国
を
加
え
た
地
域
を
東
国
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い

る

(「国
語
史
か
ら
み
た
方
言
の
歴
史
」
〈
「解
釈
と
鑑
賞
」
49
-
7
、
昭
59

・
5
>)。
場
合
に
よ
っ
て
は

日
本
の
半
分
位
が
含
ま
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
奥
村
三
雄
氏

「国
語
史
と
方
言
」
(「言
語
生
活
」
謝
号
、

昭
60

・
3
)
参
照
。

二

『講
座
国
語
史
1

・
国
語
史
総
論
』
蔓の
べ
。
(大
修
館
書
店
、
昭
52
・
5
)

三

『「日
本
語
学
」
3
;
1

(昭
59

・
1
)、
「解
釈
と
鑑
賞
」
49
リ
7

《新
し
い
方
言
研
究
》
(昭
59
・
5
)

の
迫
野
崖
徳
氏

・
加
藤
正
信
氏

・
前
田
富
旗
氏
の
論
文
等
参
照
。

四

佐
藤
喜
代
治
編

『国
語
学
研
究
辞
典
』
(明
治
書
院
、
昭
52

・
11
)
「方
言
史
」
の
項
。

五

注
三
迫
野
氏
論
文

「地
方
語
文
献
に
よ
る
方
言
語
史
」
(「解
釈
と
鑑
賞
」
49
-
7
)

六

『九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
(風
間
書
房
、
昭
44

・
5
)
「文
献
調
査
研
究
」
参
照
。

七

拙
稿

「唐
通
事
の
語
学
書
ー
1

「訳
詞
長
短
話
」
管
見
ー

」
(「語
文
研
究
」
55
、
沼
58

・
6
)

八

後
述

「南
詞
喋
解
」
「東
京
異
詞
相
藻
解
」
の
他
、
鄭
永
寧
等

「清
文
鑑
和
解
」
「翻
訳
満
語
纂
編
」

な
ど
も
可
能
性
が
あ
る
。
「東
京
異
詞
相
講
解
」
の

一部

(長
綺
大
学
経
済
学
部
武
蔵
文
庫
蔵
)
を
除
い

て
、
あ
と
は
長
崎
県
立
図
書
館
の
所
蔵
で
あ
る
。
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九

石
崎
又
造
氏

『雛

甥

姦

俗
語
文
螢

』
(弘
文
堂
、
昭
蛎
・
m
)、
今
害

川司
氏

『爆

学
の

基
礎
的
研
究
』
(吉
川
弘
文
館
、
昭
41

・
9
)、
吉
川
幸
次
郎
氏

「彼
篠
学
案
」
(日
本
思
想
大
系

『荻
生

但
櫟
』
解
説
。
岩
波
書
店
、
昭
48
・
4
)
等
参
照
。

δ

正
徳
四
、
五
年

(
輿

轡

刊
初
版
の
初
刻

「訳
答
初
編
」
六
巻

(『荻
生
祖
篠
全
集
』
第
二
巻
所
収
。

み
す
ず
書
房
、
昭
49

・
8
)
に
よ
る
。

二

杉
本

つ
と
む
氏

「御
篠
と
そ
の
言
語
研
究
」
(「国
文
学
研
究
」
56
・
6
)、
古
田
東
朔
氏

「「口
語
」

と
い
う
こ
と
ば
」
(「番
椎
潟
」
27
、
昭
57

・
3
〉

竃

〈緒
菖
〉
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本

《坪
井
本
》、
〈凡
例
〉
は
大
阪
府
立
図
書
館
所
蔵

「和
蘭
辞

書
和
解
」
第

扁

《杉
本
氏
の
所
契

阪
府
本
》
(『瀧
智

語
学
の
成
立
と
そ
の
騒

・
』漏

羨

ぺ

掲
載
)
に
よ
る
。

薫

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本

(杉
本
つ
と
む
解
説

『和
蘭
字
彙
』
(早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
49

・
6
)

に
よ
る
。

茜

『鑛

嚢

難

方
墓

莚

・
二

=
一蔓

昭
56
・
6
)
所
蝿

一煮

注
九
石
崎

氏
、
潟
沼
誠
二
氏

「
岡
島
冠
山
研
究
」

(「
国
語
国
文
研
究
」
昭
44

・
11
月
号
、
昭
45

・
2

月
号
、
昭
47

・
4
月
号
、
同
10
月
号
)
等
参
照
。

一六

「唐
話
辞
書
と
そ
の
国
語
語
彙
ー

岡
島
冠
山
の
作
品
を
中
心
と
し
て
「

」
(「文
経
論
叢
」
19
-
3

〈人
文
学
科
篇

Ⅳ
〉
、
昭

59

・
3
)

一七

武
藤
長
平
氏

『西
南
文

運
史
論
』

(
岡
書
院
、

大
15

・
6
)
伽

ぺ
。

天

及
び
、
中
田
喜
勝
氏

「魏
氏
の
用
い
た
特
殊
な
音
符
に
つ
い
て
ー

「訳
詞
長
短
話
」
を
資
料
と
し

て
ー

」
(「長
崎
県
立
国
際
経
済
大
学
論
集
」
8
-
2
、
昭
49

・
9
)
参
照
。

冗

注

～七

文
献
参
照
。

。.○

山
脇
悌
二
郎
沃

『長
崎
の
唐
人
貿
易
』
(吉
川
弘
文
館
、
昭
47

・
10
)
等
参
照
。

.二

迫
野
度
徳
氏
は
注
五
論
文
の
中
で
、
日
葡
辞
書
の

「下
」
の
語
四
○
八
語
の
中
、
近
世
初
期
に
文
字

通
り
の

「下
」
(九
州
)
の
語
で
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
六
〇
語
弱
に
、
こ
の
イ
ド
ル
、
及
び
セ
ク
を
入

れ
て
お
ら
れ
る
。

。.一一
長
崎
市
役
所
編

『長
崎
市
史
風
俗
編
』
(大
14

・
11
〉
所
収
。

、薫

例
え
ば
迫
野
凄
徳
氏
は
、
古
文
書
そ
の
他
、
年
代
の
確
定
で
き
る
地
方
語
文
献
に
よ
っ
て
該
地
方
の

誘
語
現
象
を
辿
る
と
い
う
試
み
を
積
み
重
ね
て
お
ら
れ
る

(「古
文
書
に
み
た
中
世
末
期
越
後
地
方
の

音
韻
」
〈「語
文
研
究
」
22
、
昭
和
41

。
10
〉、
「方
言
史
料
と
し
て
の
古
文
書

・
古
記
録
」
〈『方
言
研
究

の
問
題
点
』
明
治
書
院
、
昭
45

・
8
>、
「『梅
津
政
景
日
記
』
1
江
戸
時
代
初
期
東
国
語
文
献
=
」
〈「文

学
研
究
」
79
、
昭
57

・
3
>、
及
び
注
五
論
文
等
参
照
)。
加
藤
正
信
氏
に
も

「江
戸
時
代
以
降
の
仙
台

方
言
語
史
-

転
設
を
中
心
と
し
て
「

」
〈『佐
藤
喜
代
治
教
授
退
官
記
念
国
語
学
論
集
』
桜
楓
社
、

昭
慶
〉
等
が
あ
る
。
ま
た
、
徳

川
宗

賢
氏

「
こ
と
ば
の
地
理
的
伝
播
速
度

な
ど
」
(
『
現
代
言

語
学
』

コ
.

省
堂

、
昭
47

・
3
)
等

も
、
絶
対
年
代

を
推
定

す
る
試

み
と
し
て
興
味

深
い
。

二
四

柴

田
武
氏

「
『
日
葡
辞
書

』
の
九
州
方
言
」

(
『本
邦
辞
書
史
論
叢
』

三
省
堂
、

昭
42

・
2

)
参
照
。

二
五

「
訳
詞
長
短
話
」

は
官
命
を
受
け

て
編
纂
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
、

書
物

の
体
裁

と
し
て
は
か
な
り

整

っ
た
も
の
で
あ
る

(詳
し
く
は
注
七
拙
稿
参
照
)
。
そ
の
中

に
こ
れ
だ

け
の
僅
言

が
指
摘

で
き

る
と

い

う
点

に
注
目

し
た
い
。

〈付
記
〉
資
料
面
で
た
び
た
び
お
世
話
に
な
っ
た
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
史
料
課
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
も
有
益
な
御
助
言
を
下
さ
る
諸
先
学
の
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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